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喜一一日

竹
内
師
長
の
高

炉
開
き
く
さ
ん
(
夏
海
)

険
田
山
も
と
さ
ん
(
大
賞
)

叡
老
の
日
に
先
き
だ
っ
て
¥
去
る

9
月

刊
日
に
傾
倒
の
竹
内
国
長
高
齢
考
訪
問
ガ

行
な
わ
れ
ま
し
だ
。

今
年
の
訪
問
先
は
、
海
野
っ
き
さ
ん

側
・
磯
浜
田
5
2
6
7
ハ
世
帯
主
正
吉
さ

ん
・
海
藻
居
)
、
白
山
も
と
さ
ん
M

附
・
大
賞

E
7
4
0〈
世
務
主
興
七
さ
ん
・
加
工
業
)
¥

関
き
く
さ
ん
棚
・
成
田
国
2
7
2
(世
情

主
正
さ
ん
・
農
業
)
の
3
人
の
お
宅
で
す
。

皆
さ
ん
は
聞
長
一
さ
ん
に
会
え
る
こ
と
を
楽

し
み
に
、
山
待
ち
し
て
い
疋
と
み
え
て
催

促
の
電
話
も
か
か
る
ほ
ど
¥
あ
ま
り
あ
持

定
せ
し
て
は
と
い
う
こ
と
で
、
早
速
役
場

を
出
発
し
ま
し
だ
。

先
ず
は
、
大
震
の
m
m
山
も
と
さ
ん
宅
に
。

印
歳
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
元
気
さ
、
口

達
者
で
、
撲
拶
も
そ
こ
そ
こ
に
昔
話
し
か

ら
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
ま
で
¥
震
を
切
っ

左
様
に
一
気
に
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
話
し
ぶ
り
に
は
少
し
の
み
だ
れ
も
な

く
¥
帰
り
際
に
は
、
自
分
の
長
生
き
の
秘

訣
と
し
て
、
あ
ま
り
意
地
を
や
か
な
い
こ

と
¥
い
ち
い
ち
気
に
し
な
い
こ
と
¥
を
挙

げ
て
い
ま
し
芝
。
「
逆
に
励
げ
ま
さ
れ
ま

し
だ
O
L

と
は
竹
内
町
長
の
弁
。

2
人
自
は
重
通
の
聞
き
く
さ
ん
宅
に
。

関
さ
ん
も
写
真
で
お
わ
か
り
の
よ
う
に
と

て
も
若
々
し
く
、
回
歳
と
は
思
え
な
い
ほ
ど

で
し
だ
が
¥
実
際
に
も
¥
自
ガ
達
者
で
今

だ
に
編
物
や
義
物
な
ど
の
つ
く
ろ
い
も
の

な
ど
を
し
っ
か
り
と
や
り
¥
自
分
の
こ
と

は
自
分
で
や
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
そ
う

で
す
。
そ
の
お
元
気
の
秘
訣
は
菜
食
主
義

で
何
時
も
腹
八
分
由
、
根
っ
か
ら
の
丹
精

で
軽
い
仕
事
や
庭
先
き
を
歩
く
な
ど
健
康

づ
く
り
に
も
気
を
配
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

3
番
目
は
磯
浜
の
海
野
っ
き
さ
ん
宅
に

侍
い
ま
し
だ
。

叩
識
の
海
野
さ
ん
は
3
人
の
中
で
は
畿

年
長
、
一
寸
右
手
を
怪
我
さ
れ
ま
し
だ
が
、

足
腰
で
な
く
て
良
か
つ
だ
と
¥
い
た
っ
て

お
元
気
¥
ご
家
族
の
暖
か
い
思
い
や
り
の

中
で
¥
」
丸
一
億
に
生
き
ら
れ
る
筆
一
泊
簡
を
感

じ
て
い
ま
す
。
皆
ん
な
が
我
憧
を
ゆ
る
し

て
く
れ
て
筒
難
い
。
L

と
¥
感
謝
の
毎
日

そ
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

3
人
の
舗
家
庭
を
廼
っ
て
共
通
し
て
感

じ
ら
れ
る
こ
と
は
¥
御
家
庭
ガ
円
満
で
お

年
寄
り
を
非
常
に
大
切
に
し
¥
幸
せ
い
っ

ぱ
い
に
生
活
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
侍
時
ま
で
も
あ
元
気
で
過

さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
ま
す
。

長寿番のみ認まさんおめでとうございます

丹15盟現謹
大 洗 町 在 住 の 長 寿 者 を 相撲の番付にならって

「長寿者番付」をつくってみました口(敬称略)

横
舗
叫
品
笠
宮
司
一
柳
も
で
九
七
才
一

昭
審
議
空
援
本
う
め
九
六
才
一

司

a
p
ハ
動
小
菅
{
も
て
九
戸
ハ
オ
一

大
調
整
ム
野
問
、
穂
留
霊
才
一

司

議

J

p

r

病
認
呼
ゆ
き
九
五
オ
一

署

警

沼

崎

き

心

九

芸

一

職

大

関

'E川
上

つ

ま

ま

渇
ヒ
圭
加
色
骨
で
く
九
g
J
4
一
関
ぎ
猪
商
ロ
な
フ
み
ん
由
イ

母
子
て
主
将
キ
シ
九
世
オ
一
周
商
品
安
由
郊
九
世
オ

蘭
脇
舎
一
謀
本
み
つ
ま
才
一
関
脇
E

主

加

藤

ν
L
九三オ

荷

主

J
P
森
崎
dγ
す
九
三
才
一
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主
箱
事
押
せ
ん
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三
オ

珂

舎

一

夫

λ
倍

き
J
h
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ふ

替

、

金

二

橋

審

写

会

主

ふ

持

宮

野

村

き

く

九
d
J

オ

時
三
平
時
も
ピ
九
五
す
一
碕
守
一
芳
ヰ
ぎ
〈
九
手

間
晴
嵐
ユ
語
訳
宮
吉
丸
子
一
局
者
戸
大
竹
堂
氏
一
却
を
宕

問
ポ
開
悼
式
均
ふ
く
査
す
一
間
同
新
大
関
根
元
小
金
、
党

問
・
永
ニ
留
品
あ
さ
九
，
で
才
一
時
現
え
よ
地
ス
淀
一
部
九
品
オ

司

会

一

小

東

久

手

会

オ

一

埼

章

2A滞
あ
〈
何
サ
ヂ
手

前
頭
、
新
ヱ
葬
司
ふ
〈
会
オ
一
常
事
宇
土
橋
そ
め
九
戸
オ

荷
主
ム
諜
即
時
曜
ま
九
手
一
同
時
ゑ
一
定
由
み
き
を
才

司

7
五
沼
田
伊
勢
治
九
手
一
司

m
ヲ
エ
戎
川
ナ
作
品
企
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同
汚
濁
十
ふ
活
よ
ふ
壬
オ
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時
計
柏
ケ
ム
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滝
武
ツ
マ
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手

珂

に
1
ニ
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当
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去
オ
一
司
会
世
d
A
本
て
約
九
正

月
千
五
関
根
ち
ょ
去
才
一
園
内
空
ヘ
土
地
時
づ
九
O

オ

間

枠

で

帯

主

キ

ヌ

九
O

才
一
周
減
八
ム
一
若
水
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ね
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晃

司
杏
金
書
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ア
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九
世
オ
一
向
今
一
幸
京
本
丸
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ォ

同
容
壬
遁
玖
夕
方
エ
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手
一
時
よ
猪
卓
司
宮
γ-
み

を
-Z

w

季
五
器
ぶ
徳
浩
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百
オ
一
周
考
ム
湛
野
づ
さ
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オ

全
Z
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本
普
く
を
オ
一
荷
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榛
活
さ
〈
丸
。
ォ

持

JZ
中
間
ナ
ツ
九
o
オ
一
荷
-
間
期
大
食
木
た
け
九
o
才

市
者
一
刈
議
唱
者
つ
を
主
同
教
富
求
珂
ご
う
八
九
オ

久
場
藤
港
警
一
八
九
オ
碕
事
エ
宮
山
ソ
メ
八
九
オ

参
与
錦
地
み
つ
八
九
オ
河
キ
雪
留
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も
で
八
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オ

空
中
静
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ふ
す
ぞ
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九
オ
湾
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会
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土
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湛
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ヤ
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警
抑
制
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芽
生
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八
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4
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茅

八
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誌
λ
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/
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司
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田
え
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脇
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式
甫
ち
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オ
苛
巴
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久
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ま
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腐
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事
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エ
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手
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開
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対

か
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会
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Z
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八
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才
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安
ト
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L
八
八
オ
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若
葉
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み
ち
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オ

永
六
官
官
た
け
ヘ
ヘ
オ
事
ム
一
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花
刊
日
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へ
八
オ

毎
土
拡
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八
会
ぃ
古
来
川
ナ
ツ
八
八
オ

寺
九
吋
よ
た
み
ヘ
ヘ
オ
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ヒ
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4
t
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4
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ハ
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8
月
初
日
(
臼
)
大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ
!

前
広
場
を
中
心
に
大
洗
青
年
間
体
連
絡

協
議
会
(
小
松
崎
義
則
会
長
)
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
大
洗
サ
ン
セ
ッ
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
羽
が
関
か
れ
ま
し
た
。
午
後

3
時
大
洗
高
校
マ

i
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
開
始
さ
れ
、
小
松

崎
会
長
・
来
賓
の
竹
内
町
長
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
磯
浜
小
の
児
童
と
大
洗
高
生

徒
に
よ
る
す
ば
ら
し
い
ド
リ
ル
演
奏
が

続
き
、
祝
町
の
子
供
み
こ
し
と
荒
磯
御

輿
会
の
入
場
で
会
場
は
一
段
と
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

ま
た
、

5
t
パ
ワ
l
シ
ョ
ベ
ル
を
相
手

の
綱
引
き
大
会
ぞ
は
、
消
防
箸
チ
l
ム

が
マ
ン
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
て
優
勝
し
ま

し
た
。大

洗
産
の
シ
ジ
ミ
貝
が
ら
3
0
、
0

0
0
偶
を
使
う
η

み
ん
な
で
創
ろ
う
貝

が
ら
絵
画
。
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
染
色

さ
れ
た
貝
が
ら
を
み
ん
な
で
共
同
し
て

6
枚
の
ベ
ニ
ヤ
板
に
姑
り
付
け
、
万
歳

の
声
と
と
も
に
見
事
な
貝
画
が
で
き
あ

が
り
ま
し
た
。

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、
「
大
洗
焼
き
」

U
字
溝
1
5
0
本
を
使
用
し
て
作
っ
た

長
さ
1
0
5
m
の
パ

i
ベ
キ
ュ

i
サ
イ

ト
で
、
大
洗
巌
の
は
ま
ぐ
り
・
あ
じ
の

開
き
・
し
し
ゃ
も
を
炭
火
で
焼
き
野
外

で
大
洗
の
味
を
堪
能
さ
れ
ま
し
た
。

去
る
9
月
日
日
(
月
)
に
、
カ

i
フェ

リ
ー
の
海
難
事
故
を
想
定
し
た
救
助
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朝
練
牽
襲
縄

訓
練
が
、
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
に
停
泊
中
の

か
お
お
あ
ら
い
丸
8
(
1
5
、2
0
0
ト

ン
・
日
本
沿
海
フ
ェ
リ
i
k
-
K
所
属
)

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
那
珂
湊
海
上
保
安
部
と
大

洗
港
出
入
港
安
全
対
策
協
議
会
が
主
催

し
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
は
、
フ
ェ
リ
i
火
災
を
想
定
し
、

こ
れ
に
よ
る
負
傷
者
の
救
出
と
乗
客
の

避
難
・
海
上
に
流
出
し
た
オ
イ
ル
の
排

除
等
が
訓
練
対
象
と
な
り
、
船
舶
八

隻
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
一
機
、
消
防
・
救

急
車
聴
6
台
、
総
勢
ニ
百
人
の
陸
・
海
・

空
要
員
が
参
加
し
、
大
規
模
な
訓
練
に

な
り
ま
し
た
。

海
上
の
五
隻
の
消
防
艇
か
ら
の
威
力

あ
る
放
水
や
、
大
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

ま
た
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
会
場
で
は
、

ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
勝
ち
残
っ
た
新
町
5
区

の
米
川
和
香
子
さ
ん
に
、
沖
縄
旅
行
ベ

ア
i
券
が
贈
ら
れ
た
他
3
位
ま
で
の
方

に
賞
品
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
チ
ャ

リ
テ
ィ

i
募
金
と
し
て
集
ま
っ
た
益
金

の
う
ち
1
0
0
、
0
0
0
円
は
社
会
福

祉
協
議
会
へ
、

8
4
、
7
9
0
円
は
愛

は
地
球
を
救
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
へ

そ
れ
ぞ
れ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
夜
の
イ
ベ
ン
ト
も
た
く

さ
ん
用
意
さ
れ
ま
し
た
が
、
生
憎
く
の

夕
立
の
た
め
中
止
と
な
り
、
残
念
な
幕

切
れ
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
大
洗
町
の
若
者
た
ち
で

作
っ
た
、
大
洗
青
年
団
体
連
絡
協
議
会

2
7
6
名
の
手
に
よ
る
初
め
て
の
、
地

域
の
た
め
の
お
ま
つ
り
「
サ
ン
セ
ッ
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
明
」
は
、
-
万
5
千

人
も
の
人
々
に
窓
口
ば
れ
成
功
裡
に
終
了

し
ま
し
た
。

※
大
洗
車
一
月
年
団
体
連
絡
協
議
会
構
成
団

体大
洗
町
青
色
申
告
会
青
年
部
・
大
洗

町
漁
業
研
究
会
・
大
洗
府
建
設
業
協
議

会
青
年
部
・
大
洗
町
商
工
会
青
年
部
・

大
洗
水
産
物
加
工
業
協
同
組
合
脊
年

部
・
(
社
)
大
洗
青
年
会
議
所
・
大
洗
町

4
H
ク
ラ
ブ
・
大
洗
旅
館
組
合
畳
一
一
青
年
部

よ
る
負
傷
者
救
出
、
消
防
レ
ス
キ
ュ
ー

隊
員
と
救
急
隊
員
の
救
助
と
消
防
車
輔

に
よ
る
放
水
な
ど
、
実
戦
さ
な
が
ら
の

訓
練
に
、
釣
り
人
や
居
合
わ
せ
た
人
々

も
興
味
深
か
げ
に
見
物
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
様
な
罰
練
の
積
み
重
ね
が
、
い

ざ
と
い
う
持
に
大
い
に
役
立
ち
、
強
い

カ
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
、
っ
。

去
る
9
月
日
日
、
大
洗
く
ら
し
の
会

(
石
井
き
み
会
長
外
回
名
)
の
皆
さ
ん

が
、
昨
年
4
月
に
供
用
開
始
し
た
那
珂

久
戸
蕎
化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
見
学
会
を

行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

9
月

6
aか
ら
ロ
臼
ま
で

茨
城
祭
下
水
道
促
進
週
間
の
一
環
と
し

機
鶴
間
昭
@
司
d
L
V
慨
V

診
昌
一
V
シ
鏑
介
検

一一}晶

生

母
i畿

今
年
の
4
月
に
入
庁
し
た
4
名
の
新

掠
職
員
も
、
は
や
半
年
を
過
ぎ
配
属
さ

れ
た
職
場
に
も
す
っ
か
り
と
な
れ
、
仕

事
に
精
出
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
後
半
の
2
名
を
ご
紹
介
し
ま

す。

清宮和之(23)

税務 課

四
月
一
日
付
を
も
っ
て
大
洗
町
役
場

の
…
職
員
と
な
り
、
税
務
課
に
配
属
さ

れ
て
か
ら
早
く
も
数
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し

た
当
初
は
学
生
時
代
と
異
っ
た
生
活
パ

タ
ー
ン
や
新
し
い
生
活
環
境
に
な
か
な

か
対
応
で
き
ず
、
肉
体
的
、
ま
た
精
神

的
に
も
つ
ら
い
臼
々
が
続
き
ま
し
た
が
、

最
近
や
っ
と
そ
れ
ら
に
慣
れ
て
き
て
身

心
的
に
は
余
裕
が
も
て
る
様
に
な
り
ま

て
行
な
わ
れ
た
「
下
水
道
毅
子
ふ
れ
あ

い
教
室
」
に
参
加
し
た
も
の
で
す
。

パ
ネ
ル
・
ポ
ス
タ

i
や
デ
ザ
イ
ン
マ

ン
ホ
ー
ル
が
展
示
さ
れ
た
会
場
を
見
学
、

「
下
水
の
し
く
み
」
の
映
翻
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。

下
水
処
理
過
程
の
中
で
、
汚
泥
を
利

用
し
て
造
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
や
肥
料
等
の

説
明
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

処
理
場
で
は
、
笑
際
に
汚
水
が
処
理

さ
れ
、
き
れ
い
な
水
に
な
る
過
程
を
見

「
汚
水
が
こ
ん
な
に
き
れ
い
な
水
に
」

と
皆
さ
ん
方
は
大
変
驚
い
て
い
ま
し

た

大
洗
開
の
マ
ン
ホ
】
eeBaas-M
仰

平
成
6
年
4
月
の
一
部
供
用
開
始
に

向
け
て
、
本
町
の
公
共
下
水
道
施
設
工

事
は
着
々
と
進
捗
し
て
い
ま
す
。

し
た
。し

か
し
、
仕
事
面
で
は
ま
だ
ま
だ
わ

か
ら
な
い
事
が
多
く
、
今
の
自
分
に
と

っ
て
は
毎
日
が
勉
強
で
す
。
一
日
も
早

く
税
務
に
つ
い
て
の
知
識
を
身
に
付
け
、

余
裕
を
も
っ
て
仕
事
が
出
来
る
様
努
力

し
て
い
き
た
い
と
息
い
ま
す
。

税
務
課
は
町
の
財
政
に
携
わ
る
重
要

な
部
署
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
も
そ

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
、
毎

日
の
仕
事
に
精
励
選
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

(
亜
細
亜
大
卒
)

小滝慎一側
企画課

先
日
、
大
学
時
代
の
友
人
に
久
し
ぶ

り
に
会
っ
た
。
職
場
の
話
に
な
り
、
「
役

場
ま
で
自
転
車
で
一
二
分
」
と
雪
印
7
と、

こ
の
た
び
、
下
水
道
用
の
マ
ン
ホ
ー

ル
の
デ
ザ
イ
ン
が
決
ま
り
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
は
、
町
の
象
徴
と
も
い
う

べ
き
海
を
ベ

i
ス
に
、
町
の
花
(
つ
つ

じ
)
町
の
木
(
松
)
町
の
鳥
(
か
も
め
)

を
あ
し
ら
っ
た
も
の
で
す
。

ι時臨
時
時
〕

町
で
は
、

9
月
9
日
の
救
急
の
日
に

あ
た
り
、
本
町
救
急
業
務
開
始
以
来
日

年
開
救
急
活
動
に
積
極
的
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
、

2
つ
の
医
療
機
関
へ

そ
の
友
人
は
驚
い
た
。
一
時
間
・
一
一
時

間
通
勤
は
ぎ
ら
の
今
の
世
の
中
、
家
と

職
場
が
近
い
と
い
う
こ
と
は
い
わ
ば
ぜ

い
た
く
な
の
だ
。
そ
ん
な
役
場
に
入
っ

て
ニ
ヶ
丹
、
五
月
病
な
ら
ぬ
六
月
病
に

か
か
り
な
が
ら
も
何
と
か
し
の
い
で
や

っ
て
き
て
い
る
。
所
属
は
企
画
課
企
画

調
整
係
。
統
計
関
係
を
中
心
に
い
わ
ゆ

る
「
ま
ち
づ
く
り
」
関
係
の
仕
事
を
や

っ
た
り
向
じ
謀
の
財
政
係
の
仕
事
を
手

伝
っ
た
り
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
仕
事

を
し
て
い
て
感
じ
た
の
は
ま
ず
「
体
で

覚
え
る
」
こ
と
、
あ
る
い
は
「
羽
田
う
よ

り
慣
れ
る
」
こ
と
で
あ
る
。
特
に
「
ま

ち
づ
く
り
」
は
大
学
で
「
習
っ
て
」
き

た
分
野
だ
け
に
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
ま

た
、
仕
事
の
中
で
大
洗
で
と
れ
る
魚
の

話
な
ど
が
出
て
き
た
と
き
、
私
は
魚
の

こ
と
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
ず
、

結
局
そ
こ
で
「
大
洗
」
を
見
直
す
も
と

と
な
っ
た
こ
と
も
感
じ
た
こ
と
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。

最
後
に
当
面
の
目
標
で
あ
る
が
そ
れ

は
な
る
べ
く
平
く
「
自
立
」
し
て
仕
事

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

ど
ん
な
大
き
な
窃
標
を
持
っ
た
と
し
て

も
、
こ
の
過
程
は
ど
う
し
て
も
踏
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
。

(
茨
城
大
卒
)

感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ

大
洗
海
岸
病
院
は
い
ま
ま
で
に
約
4
、

4
0
7
人
ま
た
、
那
珂
湊
中
央
病
院
は

約
7
6
4
人
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
双
方
で
年
間
搬
送
人
員
の
卯

%
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

日
頃
か
ら
救
急
医
療
の
使
命
達
成
に

寄
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
感
謝
の
念

に
絶
え
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
、
消
防
救

急
と
医
療
機
関
の
協
調
を
保
ち
患
者
の

救
命
率
向
上
を
願
い
ま
す
。

お
お

ら

制下
後

藤

亀

泉

選

こ
れ
以
上
脱
ぐ
も
の
の
な
き
暑
さ
か
な

大

賞

閉

山

佳

男

ひ
ど

〔
評
〕
酷
い
暑
き
で
あ
る
。
今
日
も
、

で
あ
る
。
身
に
纏
う
唯
一
枚
の
シ
ャ

ツ
を
脱
ぎ
棄
て
る
と
、
も
う
こ
れ
以

上
脱
ぐ
べ
き
何
物
も
無
く
な
っ
た
。

暴
走
の
爆
者
信
し
熱
帯
夜

来
光
ム
口
大
川
た
か

〔
評
〕
こ
の
句
、
二
様
の
解
が
成
立

す
る
と
思
う
。
一
つ
は
、
暴
走
バ
イ

ク
の
爆
音
に
よ
っ
て
、
そ
っ
で
な
く

と
も
寝
苦
し
い
熱
帯
夜
の
夢
路
を
妨

げ
ら
れ
た
作
者
の
怒
り
と
い
う
常
識

的
な
見
方
と
、
二
つ
に
は
、
喰
々
暴

-
一
定
す
る
こ
と
し
か
知
ら
な
い
若
者
逮

れ
ん
び
ん

へ
の
憐
偶
が
特
に
熱
帯
夜
と
い
う

気
象
現
象
の
中
で
、
僅
か
だ
が
醸
成

さ
れ
て
居
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。

如
何
で
あ
ろ
、
っ
か
。

秋
の
浜
潮
引
く
ご
と
く
人
絶
え
し

夏
海
大
賞
千
代
子

〔
評
)
さ
し
も
賑
わ
っ
た
海
水
浴
客

も
、
秋
風
に
援
わ
れ
た
よ
う
に
浜
辺

か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た
。
あ
た
か
も

秋
の
潮
が
き
っ
と
渚
を
引
引
い
て
ゆ
く

よ
、
つ
に
。

浜
茶
屋
の
解
か
れ
て
広
き
砂
浜
に

新
町
岸
和
田
和
子

〔
評
〕
売
庖
が
解
体
さ
れ
、
広
々
と

し
た
砂
浜
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。
秋

風
に
吹
か
れ
立
ち
、
華
麗
に
過
ぎ
去

っ
た
夏
の
渚
を
振
返
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

坂
道
に
車
問
柿
の
ま
た
一
と
こ
ろ
げ

磯
浜
青
木
き
か
え

〔
評
〕
坂
の
途
中
に
青
柿
が
一
つ
こ

ろ
げ
て
い
る
。
そ
う
い
え
ば
先
程
も

見
掛
け
た
が
、
成
熟
を
待
た
ず
に
中

途
で
洛
ち
て
し
ま
、
7
青
柿
は
哀
れ
で

あ
る
。

う
た
た
寝
の
速
く
に
あ
り
し
虫
の
声

祝

町

今

川

田

成

〔
評
〕
箸
熟
ぷ
下
品
う
や
く
峠
を
越
え
、

折
ふ
し
の
嵐
に
秋
を
感
ず
る
様
に
な

っ
た
。
涼
風
に
誘
わ
れ
て
の
う
た
た

寝
に
、
遠
く
か
ら
の
虫
の
音
が
こ
こ

ろ
よ
い
。

す

た

で

み

づ

洲
叢
よ
り
期
つ
鳥
ニ
つ
秋
出
水

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

〔
評
〕
秋
の
豪
雨
に
よ
っ
て
増
え
始

め
た
海
水
が
、
中
洲
を
沈
め
よ
う
と

し
て
い
る
。
今
し
も
洲
の
草
か
げ
か

ら
、
二
羽
の
由
一
岬
が
水
に
追
は
れ
る
よ

う
に
と
び
立
っ
た
。
夫
婦
鳥
で
も
あ

ろ
う
か
。
哀
れ
で
あ
る
。

迎
火
を
焚

明く
神や
町幼さ

も
カ司

ノj、は
松り
崎て
十
=f= 

秋
風
や
足
伝
ひ
く
る
塔
の
揺
れ

髭

釜

川

上

iJL 

糸
と
ん
ぼ
吹
か
れ
来
り
て
吹
か
れ
去
り

桜

道

真

白

静

子

孫
の
競
よ
り
も
大
き
く
芙
蓉
咲
く

祝

町

今

川

う

め

人
影
の
絶
え
て
静
か
に
秋
の
浜

角

一

前

原

青

嵐

石
段
の
一
歩
一
歩
の
青
葉
影

明

神

町

自

問

良5

海
鳴
り
の
静
か
な
夜
の
虫
時
雨

髭

釜

稲

問

富

穂

鵜
を
捕
る
と
言
へ
る
岬
の
風
涼
し

永

町

桜

井

政

吉

く
り
返
す
竹
売
り
の
声
鰯
雲

磯

浜

浅

見

誠
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の
品
目
さ
ん
は
、
大
変
喜
ん
で
感
謝
し
て

い
ま
し
た
。

敬
老
の
臼
前
日
の
去
る
9
月
日
目
、

ね
た
き
り
老
人
の
方
に
、
愛
の
お
弁
当

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
祝
町
に
あ
る
「
大
洗
か
ん

ぽ
保
養
セ
ン
タ
ー
」
食
堂
部
(
有
)
大
洗

ク
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
(
代
表
・
照
沼

義
友
さ
ん
)
が
、
敬
老
の
日
を
お
祝
い

し
て
心
の
込
も
っ
た
味
を
、
お
届
け
し

た
も
の
で
す
。

新
穀
で
造
っ
た
幕
の
内
弁
当
と
お
祝

い
の
手
紙
は
、
前
社
会
福
祉
協
議
会
の

ホ
i
ム
ヘ
ル
パ

l
が
、
手
分
け
し
て
、

ね
た
き
り
老
人
の
方
(
記
名
)
に
お
届

け
し
ま
し
た
。

心
温
ま
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
お
年
寄
り

私
た
ち
の
臼
常
生
活
を

維
持
す
る
、
つ
え
で
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
水
は
、

現
在
ど
こ
の
地
域
で
も
、

そ
の
殆
ん
ど
が
水
道
に
頼

っ
て
い
ま
す
。

生
活
文
化
が
益
々
高
ま

り
を
み
せ
て
い
る
現
在
、

若
し
仮
に
、
水
道
の
水
が

こ
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の

影
響
は
計
り
し
れ
な
い
も

の
が
あ
り
、
考
え
る
だ
け
で
も
恐
し

く
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
大
切
な
水
を
町
民

の
皆
さ
ん
に
何
時
で
も
安
心
し
て
ご

使
用
い
た
だ
く
た
め
、
白
夜
努
力
し

て
い
ま
す
。
倒
、
え
ば
、
夏
期
水
時
一
向
用

が
多
く
な
る
と
、
磯
浜
地
内
に
設
覆

し
て
あ
る
5
、
o
o
o
Jタ
ン
ク
に
夜

間
貯
水
し
、
昼
間
の
不
足
水
量
を
補

う
と
い
う
よ
う
な
、
施
設
や
水
量
の

給 水対象市町 村

水戸市、那王可湊市、勝沼市、'A鶴市、常澄村、

茨城町、小川町、美野里町、内原町、大洗町、

友部町、岩間町、東海村、那珂町、瓜連街、

大宮町、出島村、湖北水道企業団(石岡市、

玉A村) 19市町村

書1 設 認可 昭和60年 3月15日

計額給水人口 931，300人

1日最大給水量 240，000m' 

大洗町確保水量 30，300m' 

水 j原 那珂川、湖沼)11

If 

去
る
8
月
初
日
の
朝
、
平
太
郎
浜
で

ア
ン
パ
サ
?
を
や
っ
て
い
る
と
の
情
報

(
?
)
を
入
手
、
早
速
、
カ
メ
ラ
を
片
手

に
現
場
に
出
向
き
ま
し
た
。

ア
ン
パ
サ
?
と
云
え
ば
、
却
年
ほ
ど

前
の
頃
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。

当
時
は
、
エ
ン
ジ
ン
を
壊
わ
さ
れ
た

り
、
お
墓
の
塔
姿
な
ど
を
掛
に
投
げ
入

れ
ら
れ
た
り
、
漁
具
を
い
た
ず
ら
さ
れ

て
、
そ
の
日
の
漁
を
休
ま
れ
た
り
、
過

激
化
し
た
ア
ン
パ
様
に
船
、
ま
も
大
変
苦

慮
し
て
い
た
様
子
が
「
大
洗
町
史
」
に

も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
本
来
は
不
漁
が
続
い
た
時

の
豊
漁
折
頼
が
ア
ン
パ
様
の
よ
、
つ
で
す
。

平
太
郎
浜
で
は
、
海
に
向
か
っ
て
ハ

ン
ギ
り
が
6
偲
3
段
に
重
ね
ら
れ
、
そ

の
上
に
水
神
社
の
額
を
飾
り
、
前
に
は

2
本
の
青
竹
に
し
め
縄
が
張
ら
れ
、
お

酒
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

脇
の
休
憩
所
で
は
、
採
藻
組
合
の
皆

さ
ん
が
、
っ
か
ぬ
顔
で
海
を
眺
め
な
が
ら

お
茶
を
欽
ん
で
い
ま
し
た
。

話
に
よ
る
と
、
此
の
と
こ
ろ
2
週
間

ば
か
り
汐
が
濁
っ
て
い
て
、
漁
が
出
来

な
い
状
況
で
、
ゲ
ン
ナ
オ
シ
の
様
で
し

た
ア
ン
パ
サ
マ
・
シ
オ
マ
ツ
リ
・
ゲ
ン

ナ
オ
シ
と
い
っ
た
習
俗
は
、
危
検
の
多

い
漁
業
と
い
う
職
業
に
つ
い
て
い
る
人

々
の
生
活
の
知
恵
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

よ
J

。

町
の
「
敬
老
の
臼
」
行
事
の
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
「
敬
老
会
」
が
一
足
早
い
去

る
9
月
比
日
に
、
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
敬
老
の
日
を
迎
、
え
ら
れ
た
叩

歳
以
上
の
釘
民
の
皆
さ
ん
は
、
巾
引
歳
の

高
柳
も
と
き
ん
を
筆
頭
に
、

2
、
0
6
1

人
(
男
1
8
0
3
人
・
女
1

1
、
2
5
8

人
)
で
、
町
で
は
こ
れ
ら
長
寿
の
方
々
を

祝
一
墾
ヲ
る
た
め
敬
老
会
を
開
き
お
招
き

し
た
わ
け
で
す
。

会
場
の
入
口
ホ

i
ル
に
は
、
高
年
者

ク
一
ス
フ
の
花
づ
く
り
事
業
で
採
培
し
た
、

コ
ス
モ
ス
と
ケ
イ
ト
ウ
の
花
が
沢
山
置

か
れ
人
目
を
ひ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

終
了
後
皆
さ
ん
に
お
持
ち
帰
り
頂
く
た

め
に
間
用
意
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

定
刻
9
時
加
分
に
は
大
ホ
j
ル
も
満

席
の
盛
況
で
、
君
が
代
斉
唱
で
始
ま
っ

た
式
典
は
、
主
催
者
挨
拶
の
あ
と
今
年

度
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
却
名
の
方
々
の

県
知
事
米
寿
褒
状
が
、
竹
内
町
長
か
ら

代
表
者
の
渡
辺
清
さ
ん
(
寺
6
)
に
伝

達
さ
れ
、
更
に
、

8
組
の
方
々
に
対
す

る
釘
長
の
金
婚
式
褒
状
が
代
表
者
の
大

場
朝
郎
さ
ん
(
蔵
前
)
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
あ
と
来
賓
祝
辞
が
あ
り
式

典
を
終
り
、
お
待
ち
か
ね
の
演
芸
の
部

に
入
り
ま
し
た
。

演
十
一
首
は
、
今
年
も
町
連
合
婦
人
会
の

皆
さ
ん
が
、
不
思
議
な
「
小
人
の
水
兵

さ
ん
」
や
ユ

i
モ
ラ
ス
な
「
ひ
ょ
っ
と

こ
襲
年
ま
つ
り
¥
艶
や
か
な
「
新
磯

節
お
ど
り
L

な
ど
、
楽
し
く
て
、
お
面

白
く
で
、
コ
ミ
カ
ル
な
ブ
ロ
も
顔
負
け

な
演
技
を
披
露
し
、
大
い
に
場
内
を
湧

か
せ
ま
し
た
。

有
効
利
関
市
に
努
め
て
い
る
こ
と
も
そ

の
一
つ
で
す
。

し
か
し
、
水
需
用
も
ふ
、
ぇ
水
事
情

が
年
々
遁
返
し
て
き
で
い
る
こ
と
も

ま
た
事
実
で
す
。

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
大
洗
町

で
も
茨
城
県
で
実
施
中
の
県
中
央
広

域
用
水
供
給
率
業
に
参
画
し
て
い
ま

す
の
で
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。

敬
老
の
日
の
時
期
に
お
こ
な
わ
れ
て
お

り
、
今
年
で
初
回
を
数
え
、
楽
し
み
に

し
て
い
る
お
年
寄
り
も
年
々
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
当
日
は
早
く
か
ら
大
勢
集

ま
り
、
会
員
会
員
が
休
む
暇
な
く
、
汗

だ
く
で
施
術
に
あ
た
り
ま
し
た
。

疲
れ
が
と
れ
て
、
す
っ
き
り
し
た
お

年
寄
り
は
足
取
り
も
軽
く
よ
ろ
こ
ん
で

帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

a
v，
。

v
p
b
v
h
E
V，
仇
ぽ
診
払
が
予
臥
ず

b
ι
d》
λ
J
Z白
W
M
v
b
d
p
bぽ
診
白
ザ

hp白
ザ

MEU1F

30闇葱数x1と
iまり骨マッサージ

母〉
仕活動

も百らあ

無

1
日
も
早
く
、
汐
が
一
決
り
漁
が
出
来

ま
す
よ
う
、
組
合
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

茨
城
県
中
央
臨
域
開
水
供
給
事
業

議室

9
月
9
日
(
日
)
、
大
洗
町
叫
老
人
憩
い

の
家
で
大
洗
町
宮
人
福
祉
協
会
(
会
長

井
上
、
栄
三
郎
さ
ん
〕
の
み
な
さ
ん
日
名

に
よ
る
、
日
歳
以
上
の
お
年
寄
り
を
対

象
と
し
た
、
は
り
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
無

料
奉
仕
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年

こ
の
事
業
は
、
水
道
事
業
を
広
域

的
に
運
営
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
資

源
の
確
保
や
そ
の
有
効
利
局
、
維
持

管
理
水
準
の
向
上
と
水
道
水
の
安
定

供
給
の
確
保
、
更
に
水
道
水
の
安
全

性
を
高
め
る
と
と
も
に
料
金
の
高
騰

を
押
え
る
な
ど
、
現
夜
水
道
事
業
が

直
面
し
て
い
る
種
々
の
課
題
の
解
決

を
罰
り
な
が
ら
、
市
町
村
の
行
政
区

域
を
越
え
た
広
域
的
見
地
か
ら
水
道

士
卒
業
を
推
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

部
ち
、
具
体
的
に
は
茨
城
県
が
水

源
開
発
を
し
た
水
を
、
参
画
し
て
い

る
市
町
村
が
買
入
れ
、
水
道
事
業
の

水
源
と
し
て
使
用
す
る
も
の
で
あ

り
、
対
象
市
町
村
が
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

で
結
ぼ
れ
る
た
め
、
一
つ
の
大
き
な

水
道
事
業
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

お

翰

寄

軟
mw
特
融
相
談
盟
関

せ
て
い
た
だ
き
ま
み
9
J
と
感
謝
の
こ

と
ば
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

一
家
幸
男
さ
ん

ま
た
ま
た
1
千
万
円
を
町
に
寄
附

日
月
比
臼
か
ら
初
日
ま
で
は
、
秋
の

行
政
相
談
週
間
で
す
。

行
政
相
談
と
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
等
を
受
付

け
て
、
住
民
と
関
係
行
政
機
関
と
の
間

に
立
っ
て
あ
っ
せ
ん
等
を
行
い
、
双
方

が
お
互
い
に
納
得
で
き
る
よ
う
に
助
力

す
る
制
度
で
す
。

そ
こ
で
、
多
く
の
方
に
「
行
政
相
談
」

の
制
度
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
日
月
比
呂
か
ら

初
日
ま
で
を
「
行
政
相
談
週
間
」
と
し

て
設
け
ま
し
た
。

本
町
の
行
政
相
談
員
は
、
高
柳
峰
雄

さ
ん
(
大
賞
町
2
2
6
養
地
の
2
・電

話
訂

3
8
1
5
)
で
す
。
常
時
自
宅

で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
が
、
心
配

ご
と
相
談
日
に
も
受
け
付
け
を
し
て
お

り
ま
す
。

…
、
金
山
万
円
也

大
洗
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

代

表

吉

山

博

吉

殿

社
会
福
祉
事
業
に

一
、
リ
コ
ピ
ー
l
A口

(
日
万
m
円
相
当
)

東
京
都
大
関
区
上
池
ム
呂
l

千六

鵠
ヒ
i
ア
ン
ド
ヱ
フ

代
表
小
野
瀬
士
紅
殿

町
民
会
鎮
の
備
品
と
し
て

一
、
雑
布
問
枚

大
洗
高
年
者
ク
ラ
ブ
明
寿
会

代
表
高
橋
兼
士
口
殿

第
一
中
学
校
へ

一
、
バ
ケ
ツ
日
姻

東

宏

会
会

長

鴨

川

町
営
公
園
墓
地
へ

地
域
住
民
長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
松

川
漁
港
の
建
設
や
地
域
の
生
活
環
境

繋
備
等
に
献
身
的
に
取
組
ま
れ
、
完

成
に
導
か
れ
た
功
績
は
大
き
く
、
地

元
民
の
ひ
と
し
く
評
価
す
る
と
こ
ろ

で
す
。ま

た
他
方
、
町
農
業
委
員
会
委
員

を
4
期
日
年
、
更
に
、
大
掴
沼
漁
業

協
同
組
合
理
事
を
3
期
9
年
に
わ

た
っ
て
努
め
ら
れ
る
な
ど
、
地
域
の

振
興
に
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
ま
し

た。
こ
の
永
年
に
わ
た
る
御
功
績
が
今

回
叙
勲
の
対
象
と
な
っ
た
も
の
で
て

護
し
ん
で
御
冥
一
殖
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

郡
司

薫
氏

骨
岡
崎
哲

童文
盟..IiI..幽s、、

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

郡
司
さ
ん
は
昭
和
泊
年
、
大
洗
釘
議

会
議
員
に
当
選
さ
れ
て
以
来
、
死
亡
に

よ
り
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
問
、

6
期
幻

年
9
ヶ
月
の
長
き
に
わ
た
り
議
会
に
議

席
を
有
し
、
そ
の
問
、
建
設
常
任
委
員

会
副
委
員
長
を
は
じ
め
、
大
洗
・
旭
・

常
澄
環
境
衛
生
組
合
議
員
等
行
政
各
般

に
わ
た
る
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
前
町
発
展

の
た
め
尽
き
れ
ま
し
た
。
特
に
、
調
沼

沿
岸
地
域
の
繋
備
拡
充
に
カ
を
入
れ
、

去
る
8
月
m
R
に
、
大
洗
釘
磯
浜

町
7
8
4
番
地
一
率
一
卒
男
さ
ん
側
が

町
長
室
に
竹
内
宏
町
長
を
訪
れ
て

「
町
の
消
防
車
輔
購
入
に
お
使
い
下

さ
い
。
」
と
、
ー
千
万
円
を
町
に
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

一
家
さ
ん
の
寄
酎
は
こ
れ
で
3
回

忌
と
な
り
ま
す
が
、
竹
内
町
長
は
「
御

寄
問
い
た
だ
い
た
お
金
は
こ
れ
か
ら

の
消
防
設
備
の
充
実
の
た
め
に
使
わ

去
る
8
月
ロ
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
、

大
洗
町
議
会
議
員
郡
司
薫
さ
ん
刊
に

9
月
4
日
付
で
勲
六
等
単
光
旭
日
章

(3)第226号

成
殿

な
お
、
次
回
は
水
道
料
金
の
仕
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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開催箆!隠始時潤i 催 事 名 |隠催場所| 催 事 内 容

7 B (日) I 9: 30 I第 I回町民カラオケ大会|ホール|室重苦Tおお事実雲業企画実行委員会

(金) I 10: 00 I 日 本 P T A 会議|大会議室|日本PTA主催による会議

(日) I 9:ω|大洗町健康まつ り [ホール他!をす宮健室音型骨康づくり推進協議会主催

(木) I 13: 30 I基芸品是主要雲芸品呆4iホール|紛日本PTA主催による研究大会

(土)I 10: 00 I イキイキいばらきブエスタ'90I ホール|委事宅F主催によるイキイキいばらき 7 エ

(日)ii;;33iチャリティー歌謡ショー|ホール iす事?空襲警雪?空祉協会主俳よるチャ

初 日 (火) I 10: 30 I第 7回部落問題大学選会|ホール i全解連茨城県連主催による学留会

52??日同 I9: 00 I大洗町芸文祭「書道展J I大会議集|大洗町芸術文化協議会主催による書道展

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センタ-ft66-2442へお問い合わせ下きい。

@岸田智史コンサート (27日)
@大山のぷ代(環境問題シンポジウム)

⑧氷と洗剤の展示コーナー

@海昂テストコーナー

erい(eJ:'らきコープJPRコーナー

物流センター紹介・共同購入紹介コー

ナー・絡会員おさそいコーナー・サー

ビス事業の紹介

@親と子のコミュニケーションコーナー

@環境をテーマとした作昂皇室

@等門委員会・グループの展示コーナー

ecJAGDAポスター農

※白本グラフィックデザイナ…協会

テーマ… F水J

原
子
力
艦
設
間
見
学
金
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

第226号 (4)

保鰭センター

君、より

んやち
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〔

月
山
ほ
穂
ヶ

蹄

み

美

和

i

原
九
日

立

役
場
開
l
|
↓
原
電
P
R
館
|
↓
と
き

わ
路
(
昼
食
)
|
↓
西
山
荘
i
↓
ぶ

ど
っ
圏
1
5
8
1

↓
役
場
川

O
参
加
資
格
大
洗
町
民
で
あ
る
こ
と

O
参

加

費

無

料

O
申
込
み
方
法

叩
月
四
日
(
木
)
ま
で
に
町
長
公
室
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

先
着
船
名
で
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

宮

町
民
の
皆
さ
ん
に
正
し
い
原
子
力
の

知
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
年

も
原
子
カ
施
設
見
学
会
を
計
画
い
た
し

ま
し
た
。

原
子
力
施
設
見
学
と
ぶ
ど
7
狩
の
旅

に
ふ
る
っ
て
参
加
し
て
下
さ
い
。

O
期
白
日
月
純
白
(
水
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O
見
学
先

原
電
・
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h
3勾
R
Q
υ

6
1
1
5
1
1
1
・
訴
し
阜
市
内
，
白

皆
さ
ん
の
し
あ
わ
せ
の
定
め
に

特
設
人
権
相
相
談
を
開
設
し
ま
す

曹

ス
唱。年麓県下最大のイベント

一ーすてきおイベント楽しさいっぱい一一

@庄野真代コンサート (27日)
@アンパンマンショー

@特欝ウインスベクターショー

@パリショー

eil{リネシアンシヨ

@納豆つかみ叡り

@イカ天パンド

⑧カラオケ大会

⑧沖縄民舞

@おたのしみ券織選会

日
月
四
日
(
金
)

午
前
日
時
1
午
後
3
時

役
場
3
階
会
議
室

弁
護
士
・
大
津
晴
也
先
生

人
権
擁
護
委
員

法
務
局
人
権
擁
護
課
職
員

水
戸
地
方
法
務
局

水
戸
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

@ 

と

き

イ窪

品噛主

@
と
こ
ろ

@
棺
談
者

弘司ら

@生協の書籍 .vγRのコーナー

⑧健康チヱツクコーナー

@フリーマーケットコーナー

@組合員模擬鹿コーナー

@物産活コーナー(沖縄物産局・県内商

昂物産庖・生瀦取引業者による物語童居)

あ

日

日

日

日

日

お

12 

14 

27 

28 

18 

お

茨城労働基準局では、茨城県下の全産業、全労働者に適用される茨城県

最低賃金を 1B 4，013円(現行3，827円:引上額 186円)時間給502円(現行

479円:引上額23円)に改正し、平成 2年10月13Bより笑施することにし

ました。

最低賃金についての詳しいことは、茨城労働基準局賃金課(電話 0292-

24-6215)又は最寄りの労働基準監督署にお尋ねください。

護
運
遺
臨
ん
曹
英
資
金
に
つ
い
て

文
通
遺
児
育
英
資
金
の
貸
付
制
度
に

は
、
入
学
支
度
金
(
小
中
学
校
入
学
時
)

等
の
貸
付
や
給
付
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
大
洗
町
町
社
会
福
祉
協

議
会
(
宮
町
1
5
1
1
1
・
内
線
6
3
)

へ
お
訪
ね
下
さ
い
。

凧
銭
円
与

午
後
の
部
訊
練
(
午
後
1
時
1
午
後
3
時
)

o
u月
6
日
制
専
門
療
法
士
来
所

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
者
で
機
能
回
復
訓
練

を
必
要
と
す
る
者

※
鴎
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

「
機
能
囲
復
訓
練
」

な
お
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
活
用
し
て

い
た
だ
く
為
に
も
、
町
内
の
交
通
遺
児

世
帯
の
調
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
該

当
さ
れ
る
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
事

務
局
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

!諜域摸最能聾金が10時四時より故建|

午
000前
10 10 10σコ
月 月月吉区
30 16 9 割|
日 日 日号康
(刈(刈(必手

。 o 。暫
11 10 10時
月月月 1
2 26 12午
日 日 日高苦
闘 樹樹語

第
9
田
町
民
卓
球
大
会
が
行
な
わ
れ

ま
十
九
お
気
軽
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
o

o
g
時
日
月
お
日
(
金
)

午
前
9
時
競
技

。
場
所
大
洗
一
中
体
育
館

。
穣
目
中
学
生
の
部
及
び
高
校
生

一
般
の
部
(
男
・
女
シ
ン

グ
ル
ス
)

。
参
加
資
格

大
洗
町
叫
に
居
住
も
し
く
は
勤
務
、
通

学
し
て
い
る
方

兵

五

料

無

料

。
申
込
期
限
日
月
刊
日
(
土
)

。
申
込
み
先
及
び
問
い
合
せ

大
洗
町
教
育
委
員
会
事
務
局

官

邸

1
2
4
1
1

卓
球
部
長
岩
井
忍
(
夜
間
)

宮

町

1
2
3
1
7

晦揮官7盟出品韓10:鵠~

豊富盟日)輔君:30-
大鋸ザンピーチ{第四場)

大瀧文鈷センター(第宮金場}

いi事事費量コーブ

「
胃
が
ん
@
子
宮
が
ん
検
診
」
の
お
知
ら
せ

社
会
福
祉
協
議
会
へ

善
意
の
寄
臨

今
回
は
、
春
の
検
診
に
も
れ
た
方
を

対
象
と
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
必

ら
ず
受
診
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
料
金
は

無
料
で
す
。

@
掴
闘
が
ん
検
診

O
検
診
包
及
び
場
所

日
月
幻
自
聞
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

叩
月
お
白
川
山
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

O
受
付
時
間

午
前
6
時
∞
分
i
午
前
8
時
∞
分

O
対
象
者

大
洗
町
民
で
川
町
歳
以
上
の
男
女

O
申
込
方
法

寸
パ
ラ
ダ
イ
ス
大
洗
L

の」

「
譜
面
贈
呈
疋
つ
い
て

日
月
日
日
開
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
(
電
話
可
)

@
子
宮
が
ん
検
診

O
検
診
日
及
び
場
所

日
月
四
日
間
大
洗
町
叫
保
健
セ
ン
タ
ー

日
月
初
日

ω大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

O
受
付
時
間

午
後
口
時
却
分
i
午
後
1
持
加
分

。
対
象
者

大
洗
町
民
で
却
歳
以
上
の
女
性

O
申
込
方
法

日
月
日
日
仰
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
(
電
話
可
)

一
、
金
3
2
、
4
9
2
円

大
洗
町
磯
浜
町
5
8
7

飛
田
一
勇
殿

一
、
金
1
0
0
、
0
0
0
円

大
洗
青
年
団
体
連
絡
協
議
会

会
袋
小
松
崎
義
則
殿

一
、
金
1
0
0
、
0
0
0
円

大
洗
町
大
賞
町
2
1
2
の
2
5

井
内
澄
江
殿

(
亡
夫
、
香
料
の
一
部
)

水
戸
市
在
住
の
睦
虎
彦
さ
ん
(
作
詞

者
)
が
、
こ
の
た
び
「
パ
ラ
ダ
イ
ス
大

洗
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。

作

詞

睦

虎

彦

作
市
問
中
村
三
男

編

曲

箆

哲

郎

譜
面
を
ご
希
望
の
方
は
、
友
記
に
ご

連
絡
下
さ
い
。

水
戸
市
城
南
2
丁
目
4
l
3
8

睦
虎
彦
(
宮

U
1
0
4
9
7
)

平成2'"手10月58

霊童

-晋

ct:o 

童

と


